




究領域は、分断された個別の国家や地域の集合体ではなく、共通する環境を緩やかに共有する海 を取り巻く世界（ 「海域世界」 ）としてアジアを捉える点に特徴があ
る（１）
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特集では、一三―一四世紀の海域 ジ 交流・ユーラシア交流の評価に対して、いわゆる東アジア史、考古学、ユーラシア史、イスラーム・ 中海史 東南 の各立場から相互に検証をおこない 多角的な視点から当該時代
東西交流の全体構造および各視点から位相の相違について考察し、海域アジア史としてどのような歴史像を提示できるのか再検討してみたい。参考文献A
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Chaffee 2013; Biran 2018 を参照。
（６）本号収録の桃木コメントを参照。
（本学文学部准教授）
